国際連携2020-4-02

2020年度第3回国際連携タスクフォース 議事録(案)




　
 国連CEFACT日本委員会 一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会

１．開催日時　：　2020年10月27日（火）13:30～15:15
２．開催場所　：　オンライン会議（ZOOM）
３．出 席 者　： （順不同・敬称略）　
特別会員　　堀内　一　　　UMLモデリング推進協議会
特別会員　　祁答院包則
　一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
特別会員　　兼子　邦彦
　一般社団法人SCCCリアルタイム経営推進協議会　　
幹事会員    遠城　秀和  　NTTデータシステム技術株式会社
幹事会員　　香坂　真人 　 株式会社JSOL
幹事会員　　柳　　紀夫　　日本電気株式会社
幹事会員　　高橋　一裕　　日本電気株式会社

幹事会員　　藤森　英明　　日本電気株式会社

正　会員　　中井　基雄　　株式会社データ・アプリケーション
正　会員　　谷川　伸司  　キヤノンITソリューションズ株式会社
正　会員　　森　　安代　　NECソリューションイノベータ株式会社
正　会員　　惣代　和明　　NECソリューションイノベータ株式会社
正　会員　　中村　秋人　　豊田通商株式会社
賛助会員    川内　晟宏  　特定非営利活動法人ITコーディネータ協会
賛助会員　　鈴木　耀夫　　NPO法人観光情報流通機構

事 務 局　　菅又　久直　　一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会  
出席者16名
４．議事概要　
2020年度第3回国際連携タスクフォースは、以下の議事を実施した。（資料：国際連携2020-3-01第3回国際連携タスクフォース議事次第）
４－１．第2回国際連携タスクフォース議事録確認
　資料に基き事務局より第2回国際連携タスクフォース議事録（案）が説明され、承認された。
（資料：国際連携2020-3-02 第2回国際連携タスクフォース議事録）
４－２．国連CEFACTフォーラム報告
　資料に基き事務局よりオンラインで開催された第35回国連CEFACTフォーラムにつき報告がなされた。
（資料：国際連携2020-3-03　第35回国連CEFACTフォーラム報告）
（1） API関連プロジェクト
· RDM2APIプロジェクト
国連CEFACTの共通辞書に基づく参照データモデルより、OpenAPI仕様とJSON-LD辞書を構築する標準手法を確立することを目的としている。
· API Town Planプロジェクト
国連CEFACT APIの開発・発行に関わる手順の整備が目的。
· 運輸・ロジスティクス分野における取組
複合輸送参照モデルベースのAPIによる業界デジタル化を推進。
· 船荷証券メッセージのAPI化
船荷証券（B/L）の電子化モデルのAPIリソースを開発。
· APIを使ったカストマイズ
個別の実装におけるツールによるカストマイゼーションを紹介。
（2） 「貿易円滑化のためのAI」WEBセミナ
· 取引交渉におけるAI
· 発表者：中台　慎二（NEC）
· 交渉当事者にRPA（ルールベース）やAI（最適解探査）を導入し、AOP（Alternating Offers Protocol）ベースによる自動化を図る。
· ３つのユースケースの分析を行う予定。
· 海運料金の競争入札
· 製造内示条件の交渉
· 航空貨物の航空便へのアロケーション
· 機械学習手法による通関詐欺の分析
· 発表者：Jonathan Koh（シンガポール）

· 学習型ドローンから見たAIによるサプライチェーン効率化
· 発表者：Mughilan Thiru Ramaswamy（インド）
· 電子商取引及びFINTECHのためのAI
· 発表者：Yari Borbon Galvez（イタリア）
· 越境取引におけるAI倫理
· 発表者：Sray Agawal（英国）
（3） サプライチェーン及び購買ドメイン会議
· eNegotiation Project
リーダー：中台　慎二（NEC）
取引交渉におけるAI連携のProject Kick-offが行われた。
作業体制：3人（中台（NEC）、高橋（NEC）、菅又（SIPS））のプロジェクト・オーガナイザーのもとに次の４つの作業タスクを設置する予定。
· Negotiation Framework

· Marine Transport

· Air Cargo

· Manufacturing
· Transfer of MLETR Compliant Records

リーダー：Ren Yuh Kay（シンガポール）
Negotiable Documentをブロックチェーンで扱うにあたり、UNCITRAL（国連国際商取引法委員会）が提起しているMLETR（Model Law on Electronic Transferable Records）に準拠するためのフレームワークとガイドラインを策定するプロジェクト。
· Review of Cross Industry Invoice Code Lists

リーダー：Gerhard Heemskerk（オランダ）
EUで進める電子インボイスを各国の税制に整合するために、メッセージ名称コード（1001）にインボイス・プロセスごとに定義されたメッセージ名を追加しようと言う提案。

· Automotive Project

リーダー：Rob Exell（ODETTE）
ODETTEがEDIFACTベースのDELFOR/DELJIT（需要予測／出荷指示）をXML化するにあたり、現在のebXMLベースのSchedulingメッセージとの不整合を解消するためのプロジェクトが開始された
· GS1 alignment consideration
リーダー：Ian Watt（オーストラリア）
GS1と国連CEFACT標準の不整合を分析し、現在のSCRDM（サプライチェーン参照データモデル）の改良を検討するプロジェクトが提案された。

（4） 技術仕様ドメイン会議
· 現状プロジェクト
· 交換ヘッダー（XHE）プロジェクト：2020年6月に完了し、公開されている。
· メッセージ構築ガイドプロジェクト：2020年8月に完了し、公開待ち。
· 受信確認メッセージプロジェクト：本フォーラムで公開レビューのコメント対応編集を行い、ビューローへ公開要求を提出。
· APIプロジェクト
· RDM2APIプロジェクトの進捗状況は以下の通り。

· 設計ツール（UML Profile）：完了

· JSON-LD設計規則（Naming & Design Rule）：完了

· JSON-LD語彙定義：完了

· Open API設計規則（Naming & Design Rule）：11月中に完成予定

· テスト・ツール：年内（2020年）完成目標

· 国連CEFACTドメイン（運輸／取引／規制）用リソース定義：開発着手

· API Town Planプロジェクト

· 次の成果物のアウトラインを2020年中に整備し、2021年よりAPIリソースの公開を開始する。
· ビジネス領域とAPIリソースのマップ

· 手順の変更に関わるガバナンス

· APIバージョン管理

· JSON-LD語彙とAPI仕様の発行

· コンフォーマンス規定

· コミュニティへのフィードバックの仕組み
· 新規プロジェクト
· NDR（XML設計規則）／CCBDA（ビジネス文書構築法）正誤表プロジェクト：提案者（日本）
· 制約（Constraints）定義ガイドライン・プロジェクト：提案者（ロシア）
（5） クロージング・セッション
事務局およびフォーラムに参加した祁答院委員（JASTPRO）および鈴木委員（観光情報流通機構）より次のドメインの進捗状況の概要報告が行われた。
具体的内容は「資料：国際連携2020-3-03　第35回国連CEFACTフォーラム報告」を参照のこと。
· ITP-PDA（Trade Procedure Facilitation Domain）
· ITP-PDA（Single Window Domain）
· ITP-PDA（Code List Focal Point）
· ISC-PDA（Supply Chain & Procurement Domain）：菅又事務局参加
· ISC-PDA（Travel and Tourism Domain）：鈴木委員参加
· ISC-PDA（Transport & Logistics Domain）：祁答院参加
· ISC-PDA（Insurance Domain）
· ISC-PDA（Finance & Payment Domain）
· ISC-PDA（Accounting & Audit Domain）
· Regulatory PDA（Agriculture Fisheries & Agri food Domain）：祁答院委員参加
· Regulatory PDA（Environmental Domain）
· Regulatory PDA（eData Management Domain）
· Regulatory PDA（Cross Border Management Domain）
· M+T PDA（Specification Domain）：菅又事務局参加
· M+T PDA（Library Maintenance Focal Point）
· M+T PDA（EDIFACT Focal Point）
· M+T PDA（Validation Focal Point）
４－３．国連CEFACT新プロジェクト提案
　資料に基き事務局より、NDR/CCBDA Corrigendumプロジェクト提案の説明が行われた。
（資料：国際連携2020-3-04　NDR/CCBDA Corrigendumプロジェクト）

· プロジェクト名： NDR and CCBDA corrigendum 
· プロジェクトの目的：メッセージ構築ガイドプロジェクトを通して発見されたNDRおよびCCBDAのマイナー・エラーと不明瞭仕様の改善のためのCorrigendumを策定する。
· リーダー：SIPS菅又久直
· スケジュール：6か月

４－４．次回の日程について
　次回の国際連携タスクフォースは以下の通り。

会議名 ：第4回国際連携タスクフォース

日時 　：2020年12月22日（火）13:30 – 15:30
以 上
　
配布資料：
国際連携2020-3-01　第3回国際連携タスクフォース議事次第
国際連携2020-3-02　第2回国際連携タスクフォース議事録 

国際連携2020-3-03　第35回国連CEFACTフォーラム報告

国際連携2020-3-04　NDR/CCBDA Corrigendumプロジェクト
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